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農業の楽しさを実感農業の楽しさを実感
　今年5月、長島字前林地内に農福連携型就労継　今年5月、長島字前林地内に農福連携型就労継
続支援B型「ねぎまーる」が開所されました。皆さ続支援B型「ねぎまーる」が開所されました。皆さ
ん、生き生きと農作業に勤しんでいます。ん、生き生きと農作業に勤しんでいます。

（関連記事 P20）（関連記事 P20）
※写真はご本人、ご家族の了承の上掲載しております。※写真はご本人、ご家族の了承の上掲載しております。
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監査委員の意見

青木町長に審査意見書を提出する
鈴木清三監査委員、千葉多嘉男監査委員

　地域おこし協力隊
の方々には、地域住
民と交流を深めて頂
く事で、人口減少・
産業振興等の諸課題
について解決頂ける
事を期待します。
………………………
千
ち

葉
ば

考
こう

喜
き

さん
（平泉字花立）

町民町民のの声声
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会

計
等
を
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む
７
会
計
の
決
算
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認
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し
ま
し
た
。

令和5年度　一般会計　歳入50億4,996万円　 歳出48億4,749万円 令和5年度　一般会計　歳入50億4,996万円　 歳出48億4,749万円 （2億248万円繰越）（2億248万円繰越）

さらなる健全財政の　維持をさらなる健全財政の　維持を
歳入
令和5年度
50.5億円

令和4年度
52.2億円

自主財源

町税 その他 その他 県支出金 国庫支出金 地方交付税
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歳出
令和5年度
48.5億円

令和4年度
50.3億円

総務費 その他公債費教育費土木費農林水
産業費

衛生費民生費
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令和5年度は
3,634万円

平泉町のふるさと納税推移
平 成 3 0 年 度 280万円
令 和 元 年 度 1,183万円
令 和 ２ 年 度 514万円
令 和 ３ 年 度 976万円
令 和 ４ 年 度 2,394万円
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町全体の借金の推移

H29
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1人当たり町債残高
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財政調整基金（貯金）
⬇
年度間の財源の変動に備えて積み立てている基金。大規模災害
の発生や、大幅な税収減などがある年度に取り崩しを行う。

令和5年度末残高
11億1,240万円 令和4年度から5,804万円減額

地方債（借金）
⬇
町が公共施設整備などに必要な資金を、国や金融機関から調達する。

令和５年度末残高
49億7,549万円 令和4年度から1億9,782万円減額

実質公債費比率
⬆
借金返済の割合。数値が高いほど他に充てるお金が必要になる。

令和５年度
10.5%

令和4年度から
0.2ポイント悪化

将来負担比率
⬇
将来負担する借金返済の割合。数値が高いほど他の財源に充てるお金が必
要になる。

令和５年度
75.7%

令和4年度から
11.1ポイント向上

令和4年度決算
県内では19町村中 33市町村中

9番目、17番目に高い

令和4年度決算
県内では19町村中 33市町村中

2番目、3番目に高い

⑴時間外勤務について
　高い水準のまま推移し、健康障害リスクが懸念され
る。職場内において業務配分の見直し、情報の共有化
を一層図り、適切な業務管理に努めること。

⑵業務マニュアルの整備
　事務処理ミスについては減少し、改善の傾向が見ら
れた。業務内容やそのプロセスを〝見える化〟すること
により、業務の効率化が図られることから、引き続き業
務マニュアルの整備について取り組むべきである。

⑶持続可能な財政運営
　経常収支比率は95.4%となり、前年度と比較して
0.7ポイントの増となった。今後の事業、施策の展開
に当たっては、投資効果を十分に見極め健全な財政運
営の維持に努めること。

Point!Point!

予算の詳しい内容は、「広報ひらいずみ10月号」をご覧ください。

令和5年度に実施された主な新規事業
●地域おこし協力隊活用事業 1,618万円
●ため池ハザードマップ作成事業 520万円
●営農継続農業機械支援事業（補助金） 395万円
●園芸産地形成推進事業（補助金） 51万円
●収入保険加入促進事業（補助金） 56万円
●出産応援金 120万円（24件）
●子育て応援金 105万円（21件）
●次世代技術者養成事業（プログラミング教室など） 1,088万円

 主な事業
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決算審査特別委員会　Report　　私はここに注目 Q A&

事業執行の効果を厳しく審査事業執行の効果を厳しく審査
　９月11日、12日に決算審査特別委員会を開催し、
令和５年度の決算を集中審議しました。すべての会計
決算について、審査意見を付して、可決すべきものと
決定しました。 副委員長

小埜寺　享
決算審査特別委員長
升沢　博子

今後も継続的に活用を
　成果報告書によれば、SIC 駐車場では前　成果報告書によれば、SIC 駐車場では前
年度にイベントが5件行われている。今後年度にイベントが5件行われている。今後
も継続的に行われるのか。も継続的に行われるのか。

　JAFのオートレースと秋田　JAFのオートレースと秋田
犬の品評会は主催者側から毎犬の品評会は主催者側から毎
年やりたいとの声がある。年やりたいとの声がある。

答

問

氷室 裕史 氷室 裕史 委員委員

今後も利用者ニーズに沿って
　浄土の館は年々利用者が増えている。体　浄土の館は年々利用者が増えている。体
制強化等の取り組みはどのようになってい制強化等の取り組みはどのようになってい
るか。るか。

　夕食を町内飲食店と連携を　夕食を町内飲食店と連携を
図るなど、利用者に沿ったプ図るなど、利用者に沿ったプ
ランを提供している。また管ランを提供している。また管
理体制も9月から2人体制理体制も9月から2人体制
になっており、体制は強になっており、体制は強
化されたと考えている。化されたと考えている。

答

問

阿部 圭二 阿部 圭二 委員委員

事務処理のチェック体制構築を
　給食費の過誤納還付金　50万4,000円　給食費の過誤納還付金　50万4,000円
の経緯は。の経緯は。

　昨年度、幼児教育の無償化　昨年度、幼児教育の無償化
にともなう子どもの第3子以にともなう子どもの第3子以
降が無料だったが、教育委員降が無料だったが、教育委員
会でのシステム設定の誤会でのシステム設定の誤
りのため発生した。りのため発生した。

答

問

大友 仁子 大友 仁子 委員委員

新商品開発に注力を
　ヤーコンを活用した新商品開発の見通し　ヤーコンを活用した新商品開発の見通し
は。町が積極的にフォローしていくべきでは。町が積極的にフォローしていくべきで
はないか。はないか。

　現在、ヤーコンビール等の　現在、ヤーコンビール等の
研究を重ねている。将来的な研究を重ねている。将来的な
製品化に向けてしっかりと製品化に向けてしっかりと
取り組んでいきたい。取り組んでいきたい。

答

問

千葉 勝男 千葉 勝男 委員委員

観光客や住民への配慮を
　町道衣関線の電線地中化工事の期間は、　町道衣関線の電線地中化工事の期間は、
観光客に配慮した日程になっているのか。観光客に配慮した日程になっているのか。

　県と共に取り組む事業であ　県と共に取り組む事業であ
り、10月又は11月前後からり、10月又は11月前後から
工事を開始する予定である。工事を開始する予定である。

答

問

佐藤 孝悟 佐藤 孝悟 委員委員

予算計上は慎重に
　企業版ふるさと寄付金で当初予算は　企業版ふるさと寄付金で当初予算は
3,000万円を計上していたが、結果的に03,000万円を計上していたが、結果的に0
円となった要因は。円となった要因は。

　バイオレジリエンス研究所、　バイオレジリエンス研究所、
スパルタキャンプ等の起業をスパルタキャンプ等の起業を
目指す人への支援を募って目指す人への支援を募って
いるが、結果として実績いるが、結果として実績
がなかったためである。がなかったためである。

答

問

小埜寺 享 小埜寺 享 委員委員

助成ありきの事業は慎重に
　昨年度から元気情報ラジオ配信事業が全　昨年度から元気情報ラジオ配信事業が全
額町の負担となった。この事業の費用対効額町の負担となった。この事業の費用対効
果をどう捉えているか。果をどう捉えているか。

　町の単費となったが、視聴　町の単費となったが、視聴
している方からは一定の評価している方からは一定の評価
を得ている。内容は今後もを得ている。内容は今後も
精査し、さらに効果を上精査し、さらに効果を上
げていきたい。げていきたい。

答

問

高橋 伸二 高橋 伸二 委員委員

制度の柔軟な運用を
　営農継続農業機械支援事業補助金は２年　営農継続農業機械支援事業補助金は２年
目となり、特に申請の手続き等に時間を要目となり、特に申請の手続き等に時間を要
することが課題と考えられる。することが課題と考えられる。
弾力的に対応すべきではない弾力的に対応すべきではない
か。か。

　課題は認識しているが、　課題は認識しているが、
予算が枯渇している状況予算が枯渇している状況
等ではどうしても即時の等ではどうしても即時の
対応ができない。対応ができない。

答

問

三枚山 光裕 三枚山 光裕 委員委員

関係人口の創出を
　ふるさと住民カードの内容と作成進捗は　ふるさと住民カードの内容と作成進捗は
どのようになっているか。どのようになっているか。

　主にスパルタキャンプに参　主にスパルタキャンプに参
加した方をターゲットに募集加した方をターゲットに募集
を考えている。また、カードを考えている。また、カード
所持者への何らかの優遇所持者への何らかの優遇
措置も考えている。措置も考えている。

答

問

真篭 光幸 真篭 光幸 委員委員

　中尊寺通りが趣のある
一体的な通りに整備され
ることで、多くの観光客
に散策して頂き、賑わい
のある街並みになって欲
しい。
……………………………
葛
か

西
さい

智
ち

恵
え

さん
（平泉字衣関）

町民町民のの声声

　平泉ＳＩＣ駐車場が、イ
ベント会場として使用でき
るとは分からなった。有効
利用の観点から良いこと
で、子供達の公園がわり
だったり遊び場としても使
用できればと思います。
……………………………
小
お

野
の

寺
でら

信
しん

一
いち

さん
（長島字月舘）

町民町民のの声声

審　査　意　見
１、町税については収納率の向上を図り、納税
者に向き合った対応と、正確な実務に努めら
れたい。
２、若い世代の定住促進のため、子育て支援策
とともに、住環境の充実にも取り組まれた
い。
３、指定管理や委託事業及び交付事業にあたっ
ては、その成果と課題を検証し、関係者の意
見も聞き、積極的な成果に結びつくように取

り組まれたい。
４、農業振興については、新規就農の支援策と
ともに、農家所得の向上策に取り組まれた
い。

５、 観光振興については、新型コロナウイルス
感染症の５類移行にともなった観光客の増
加、インバウンドの回復傾向を受け、閑散期
の対策や SNSでの発信強化の施策を講じら
れたい。

※決算審査特別委員会は、髙橋拓生議長、千葉
多嘉男議選監査委員を除いた全議員で構成し
ています。
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請願審査

P ８ 大友　仁子議員
①熱中症対策の推進

P ９ 氷室　裕史議員
①平泉町空家等対策計画
②部活動の地域移行

P10 千葉　多嘉男議員
①平泉町高齢者福祉計画

P11 小埜寺　享議員
①農業振興
②消防団活動

P12 三枚山　光裕議員
①産業動物獣医師の不足対応
②平和な世界の実現へ、平泉町からの発信
③小学校での「町内の職場訪問」の実施

P13 真篭　光幸議員
①町内空き家対策
②ふるさと納税返礼品

P14 阿部　圭二議員
①放課後児童クラブ
②健康保険証の廃止
③福祉灯油

ここが聞きたい !ここが聞きたい !
一般質問で町の考えを問う

※各議員の質問ページの氏名隣りの
ＱＲコードから、個人の質問の
内容がご覧になれます。

議会定例会12月会議のお知らせ議会定例会12月会議のお知らせ

12月5日㈭～12日㈭
開催予定

※本会議はインターネットで生
中継しています。
※傍聴にお越しください。

給特法の廃止及び教職員の働き方改革の促進を求める意見書採択の請願
反対です 討 論 賛成です
真篭　光幸 議員

　時間外勤務手当の支給は時間の把握が困難であ
る。教職は労働者とは一線を画すため、給与体系
だけに固執すべきではない。

大友　仁子 議員
　教員は特殊な勤務で時間外勤務を正確に掌握す
ることは難しく、文科省では教員を増員するなど
業務削減を目指している。

氷室　裕史 議員
　教職調整額の増額は時間外労働の抑制をもたら
すものではない。給特法を廃止し、実働に応じた
適正な時間外勤務手当を支給すべきである。

三枚山　光裕 議員
　本請願は憲法に則った要請であり、請願者の願
意は汲み取られるべきである。

えん罪被害者を一刻も早く救済するために再審制度の速やかな改正を求める請願
反対です 討 論 賛成です
大友　仁子 議員

　再審制度を安易に認めることは日本の三審制の
信頼を揺るがせる。最高裁の判断は原則正しいと
いう法的安定性もある。

真篭　光幸 議員
　多くの専門家が長年の議論を重ねても、未だに
結論の出ない事案であり、地方議会が審議できる
ものではない。

三枚山　光裕 議員
　えん罪は決してあってはならない。無実の人が
罪に問われてはならない。

阿部　圭二 議員
　えん罪は早急に救われるべきである。各党首も
再審法の改正に前向きである。

各議員の質問内容は
次ページです。

　加工品などの農産物
を、道の駅だけでなく売
場を増やしていければ、
農作物も必要になり作る
人も増えていくのではな
いか。
……………………………
菅
すが

原
わら

悦
えつ

朗
ろう

さん
（平泉字広滝）

町民町民のの声声 主な補正予算
●長島球場スコアボード改修工事費 2,276万円
●護岸補修等工事費 162万円
●町営住宅修繕工事費 110万円
●6次産業化促進支援事業補助金 350万円
●特産品開発支援事業補助金 50万円
●起業・事業承継支援事業費補助金 100万円

議案内容と審議結果　賛否のあった議案以外は全員賛成で可決しています。
議会定例会9月会議（9月9日～ 19日）

議案及び内容 関 連
ページ

報　　告
損害賠償の額の決定に関する専決処分 (2件）
健全化判断比率及び資金不足比率の報告 2
令和５年度決算認定
一般会計、特別会計（４会計）、下水道事業会計、水道事業会計 ２～５
条例案件
平泉町国民健康保険条例の一部を改正する条例
駐車場施設整備基金条例の一部を改正する条例
平泉町特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
事件案件
財産の取得（町立小中学校電子黒板一式1,100万5,500円）
岩手県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更の協議に関し議決を求めることについて
令和５年度平泉町水道事業会計未処分利益剰余金の処分（未処分利益剰余金1,249万4,000円の処分）
令和6年度補正予算
一般会計補正予算（第４号）（1億7,893万2千円の増）
国民健康保険特別会計補正予算（第３号）（21万1千円の増）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）（89万9千円の増）
健康福祉交流館特別会計補正予算（第２号）（275万1千円の増）
町営駐車場特別会計補正予算（第２号）（397万7千円の増）
一般会計補正予算（第５号）（19万2千円の減）
人事案件
教育委員の選任同意　千葉　義信さん（再任）
人権擁護委員の諮問　瀧澤　エイ子さん（再任）
議員発議
議員による県外研修視察（青森県佐井村、青森県青森市、岩手県紫波町）
給特法の廃止及び教職員の働き方改革の促進を求める意見書の提出
（衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣へ提出） 7

えん罪被害者を一刻も早く救済するために再審制度の速やかな改正を求める意見書の提出
（衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、法務大臣へ提出） 7

賛否のあった議題
議員名

議　案

小
埜
寺　

享

千
葉
多
嘉
男

大
友　

仁
子

氷
室　

裕
史

阿
部　

圭
二

三
枚
山
光
裕

真
篭　

光
幸

髙
橋　

伸
二

佐
藤　

孝
悟

千
葉　

勝
男

升
沢　

博
子

髙
橋　

拓
生

賛　
　

成

反　
　

対

採
決
結
果

請願第２号 給特法の廃止及び教職員の働き方改革の促進を
求める意見書採択の請願 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇 - 7 4 採択

請願第３号 えん罪被害者を一刻も早く救済するために再審
制度の速やかな改正を求める請願 × 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 - 8 3 採択

発議第14号 給特法の廃止及び教職員の働き方改革の促進を
求める意見書の提出 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 - 8 3 可決

発議第15号 えん罪被害者を一刻も早く救済するために再審
制度の速やかな改正を求める意見書の提出 × 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 - 8 3 可決

賛否の公表

※採決に議長は参加していません。

採決の結果、賛成多数で採択されました。
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一　般　質　問 一　般　質　問

け
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

熱
中
症
予
防
の

た
め
に
、
高
齢
者

世
帯
の
エ
ア
コ
ン
整
備
も

必
要
と
考
え
る
が
見
解

は
。

　

エ
ア
コ
ン

の
利
用
、
点

検
な
ど
も
声
が
け
を
し
て

い
く
。　

宮
古
市
で
も
高

齢
者
世
帯
、
障
が

い
者
世
帯
、
子
育
て
世
帯

を
対
象
に
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
来
夏
に
向
け
て
エ

ア
コ
ン
の
助
成
を
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　

県
や
近
隣

自
治
体
の
動

向
を
注
視
す
る
。

大
おお

友
とも

仁
さと

子
こ

 議員氷
ひ

室
むろ

裕
ひろ

史
し

 議員

高齢者世帯へエアコンの助成を
答 現時点では考えていない

空き家の管理体制は
答 地域おこし協力隊と連携を

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

答
総
合
的
に
勘
案
し
検
討
す
る

部
活
動
の
地
域
移
行
の
今
後
は

答
生
徒
第
一
の
環
境
を
構
築
す
る

熱中症予防対策を

　

高
齢
者
世
帯
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
対
す
る
補
助
金
助
成
を

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

高
齢
者
は
、

暑
さ
や
喉
の
渇

き
を
感
じ
に
く
く
、
自
覚

が
な
い
ま
ま
熱
中
症
に
か

か
る
危
険
が
あ
る
た
め
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
扇

風
機
・
エ
ア
コ
ン
な
ど
を

使
用
し
て
予
防
が
大
事
で

あ
る
。
防
災
無
線
や
ラ
イ

ン
な
ど
で
周
知
を
し
て
お

り
、
現
時
点
で
は
エ
ア
コ

ン
の
助
成
は
考
え
て
い
な

い
。

　

高
齢
者
の
熱
中

症
に
対
す
る
予
防

へ
の
意
識
を
醸
成
す
る
た

め
の
取
組
み
は
。

　

高
齢
者

は
、
脱
水
、

体
温
の
上
昇
な
ど
、
熱
中

症
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
い

と
考
え
る
。
百
歳
体
操
な

ど
で
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
す

る
お
世
話
人
さ
ん
に
声
掛

問問

問問

町

長

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長

　

学
校
体
育
館
等

へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
関
す
る
町
の
考
え

は
。

　

学
校
体
育
館

は
、
児
童
生
徒

の
体
育
活
動
や
部
活
動
の

場
で
あ
る
と
と
も
に
、
災

害
時
の
避
難
所
と
し
て
の

役
割
も
担
っ
て
お
り
、
冷

房
設
備
の
整
備
は
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後

は
、
体
育
館
の
老
朽
化
状

況
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

　

夏
場
の
体
育
や

部
活
動
は
、
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

　

学
校
熱
中

症
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に
、
熱

中
症
特
別
ア
ラ
ー
ト
、
暑

さ
指
数
を
確
認
し
な
が
ら

運
動
等
の
制
限
を
行
っ
て

い
る
。　

Ｐ
Ｔ
Ａ
保
護
者

や
地
域
住
民
か
ら

の
要
望
は
な
い
か
。

　

学
校
体
育

館
に
エ
ア
コ

ン
設
置
の
要
望
は
伺
っ
て

い
る
が
、
財
政
状
況
等
を

考
慮
し
な
が
ら
検
討
す
る

必
要
は
あ
る
。

　

文
科
省
は
、
学

校
施
設
設
置
環
境

改
善
交
付
金
の
エ
ア
コ
ン

設
備
の
補
助
率
を
2
分
の

1
に
引
き
上
げ
た
が
見
解

は
。

　

今
後
、
総

合
的
に
勘
案

し
検
討
す
る
。

教
育
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

問問

問問

長期的な地球温暖化で、夏場は危険な暑さが続いた。熱中長期的な地球温暖化で、夏場は危険な暑さが続いた。熱中
症の救急搬送は、7割が屋内になっている。来夏に向けて症の救急搬送は、7割が屋内になっている。来夏に向けて
暑さ対策に取り組んで参りたい !暑さ対策に取り組んで参りたい !

議員の
ひとりごと

　

地
域
移
行
化
に

よ
り
各
家
庭
の
送

迎
面
等
の
負
担
が
増
加
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　

ま
だ
具
体

的
な
結
論
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
ス
ク

ル
ー
バ
ス
で
の
送
迎
も
考

え
ら
れ
る
が
、
対
応
は
難

し
い
。
一
関
市
で
は
合
同

チ
ー
ム
等
の
練
習
を
保
護

者
負
担
で
送
迎
し
て
い

る
。
今
後
も
外
部
事
例
を

調
査
し
、
負
担
軽
減
策
を

考
え
て
く
。

　

部
活
動
の
所
管

が
外
部
団
体
へ
移

さ
れ
る
と
、
学
業
と
は
異

な
る
生
徒
の
一
面
を
見
る

機
会
が
失
わ
れ
る
の
で
は

な
い
か
。　

地
域
移
行
を

推
進
し
つ
つ
、

学
校
部
活
動
の
外
部
指
導

者
と
学
校
と
が
密
接
に
連

携
し
、
生
徒
の
良
さ
を
共

有
し
て
い
く
。
ま
た
、
そ

の
長
所
を
伸
ば
せ
る
部
活

動
の
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
。　

具
体
的
な
外
部

指
導
者
と
学
校
サ

イ
ド
の
情
報
共
有
手
段

は
。

　

日
常
の
口
頭

連
絡
の
他
、
定

期
的
な
日
誌
等
が
必
要
と

考
え
る
。
ま
た
、
外
部
指

導
者
は
子
ど
も
た
ち
を
よ

く
知
る
方
々
に
お
願
い
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

来
年
度
か
ら
17

時
か
ら
18
時
の

間
、
学
校
へ
滞
在
で
き
な

く
な
る
と
い
う
話
も
あ

る
。
エ
ピ
カ
の
活
用
は
交

通
リ
ス
ク
、
一
時
帰
宅
は

保
護
者
負
担
が
増
え
る
。

学
校
内
に
留
ま
る
べ
き
で

は
な
い
か
。　

そ
の
待
機

時
間
の
体
育

館
活
用
を
考
え
て
い
る
。

今
後
、
優
先
的
に
調
整
し

な
が
ら
考
え
て
い
き
た

い
。

問

問問

問

教
育
長

教
育
次
長

教
育
次
長

　

空
き
家
の
適
切

な
管
理
の
促
進
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
方
針
で
進
め
ら
れ

て
い
る
の
か
。

　

地
域
お
こ

し
協
力
隊
が

今
年
の
7
月
に
相
談
窓
口

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
設

し
た
。
今
後
、
相
談
者
が

有
効
活
用
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

　

今
後
の
空
き
家

に
関
す
る
新
規
補

助
事
業
等
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　

第
２
期
平
泉

町
空
き
家
等
対

策
計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
解
体
・
修
繕
・
家
財

処
分
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

全
国
的
に
も
空

き
家
は
増
加
し
て

お
り
、
今
後
は
地
域
、
公

的
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

空
き
家
は
個

人
資
産
で
あ

り
、
過
度
な
手
助
け
は
他

者
と
の
不
公
平
感
が
生
じ

る
た
め
慎
重
に
行
い
た
い

が
、
今
後
も
空
き
家
管
理

の
周
知
等
を
広
く
行
い
な

が
ら
、
一
丸
と
な
っ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問

問問

建
設
水
道

課

長

相談者に利便性を

部活動は「地域移行」であり、決部活動は「地域移行」であり、決
して地域への丸投げであってはならして地域への丸投げであってはなら
ない。保護者・生徒への負担は最ない。保護者・生徒への負担は最
小限にすべきである。小限にすべきである。

議員の議員の
ひとりごとひとりごと

町

長

町

長

教
育
長
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一　般　質　問 一　般　質　問

へ
の
影
響
な
ど
特
別
な
負

担
を
伴
う
が
、
対
象
と
な

る
夜
間
活
動
の
定
義
の
明

確
化
や
活
動
内
容
の
公
平

性
の
確
保
な
ど
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
制
度
設
計
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

他
市
町
村
の
取
扱
い
と
の

権
衡
や
財
政
事
情
を
考
慮

し
、
慎
重
に
調
査
研
究
を

進
め
て
い
く
。

　

屯
所
の
老
朽
化

に
よ
る
耐
震
性
の

問
題
、
防
火
水
槽
の
漏
水

や
土
砂
堆
積
に
よ
る
水
利

確
保
の
課
題
が
あ
る
。
今

後
の
対
応
は
。

　

屯
所
に
つ
い

て
は
、
新
耐
震

基
準
以
前
の
建
設
物
は
建

　

高
齢
者
自
ら
健

康
に
関
心
を
持

ち
、
健
康
づ
く
り
や
介
護

予
防
な
ど
の
取
り
組
み
に

積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ

う
、
効
果
的
な
介
護
予
防

シ
ス
テ
ム
の
支
援
内
容

は
。

　

運
動
機
能
や

口
腔
機
能
の
向

上
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
に

関
す
る
講
話
及
び
通
所
等

の
訪
問
型
の
短
期
集
中
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
他
、
住
民

主
体
の
通
い
の
場
を
支
え

る
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
の

要
請
な
ど
を
通
じ
、
高
齢

者
自
ら
の
健
康
づ
く
り
と

介
護
予
防
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
。

　

地
域
に
お
け
る
介
護
予

防
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ

と
で
、
効
果
的
な
介
護
予

防
の
仕
組
み
づ
く
り
に
努

め
る
。　

保
険
事
業
と
介

護
予
防
の
一
体
的

実
施
事
業
の
取
り
組
み

は
。

　

後
期
高
齢

者
健
康
診
査

や
い
き
い
き
百
歳
体
操
な

ど
、
地
域
の
通
い
場
を
通

じ
て
、
高
血
圧
と
心
身
と

も
に
虚
弱
に
な
る
フ
レ
イ

ル
予
防
な
ど
を
重
点
に
お

き
、
健
康
教
育
や
健
康
相

談
を
実
施
し
て
い
く
。

千
ち

葉
ば

多
た

嘉
か

男
お

 議員小
お

埜
の

寺
でら

享
とおる

 議員

高齢者生活支援サービスの充実は
答 ニーズに応じた支援に努める

消防団施設の老朽化への対応は
答 修繕・整備を順次行っている

介
護
予
防
シ
ス
テ
ム
の
支
援
は

答
効
果
的
な
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
る

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
団
地
の
推
進
は

答
有
効
的
な
構
想
と
考
え
る

　

在
宅
生
活
を
支

え
る
生
活
支
援
の

充
実
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
は
。

　

地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の

基
礎
と
な
る
居
住
環
境
の

確
保
と
し
て
、
介
護
保
険

や
高
齢
者
及
び
障
害
者
に

や
さ
し
い
住
ま
い
づ
く
り

推
進
事
業
を
活
用
し
た
住

宅
改
修
の
他
、
介
護
保
険

施
設
や
有
料
老
人
ホ
ー
ム

等
の
介
護
保
険
外
の
施
設

の
情
報
提
供
な
ど
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
高
齢
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

在
宅
で
介
護
を

し
て
い
る
家
族
等

の
経
済
的
負
担
や
身
体
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
よ

う
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
し
て
い
る
が
、
今
後

サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
を
図
る

考
え
は
あ
る
か
。

　

現
状
で
は

サ
ー
ビ
ス
の

拡
大
に
つ
い
て
は
予
定
し

て
い
な
い
が
、
高
齢
者
が

可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た

自
宅
に
お
い
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
連
携
し
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
て
い
く
。

　

地
域
防
災
計
画

に
お
け
る
個
別
避

難
計
画
登
録
者
数
が
少
な

く
、
要
支
援
者
と
な
り
得

る
高
齢
者
も
含
ま
れ
て
お

り
、
早
期
に
登
録
す
る
こ

と
が
急
務
で
は
。

　

区
長
会
等

の
協
力
を
得

な
が
ら
、
個
別
避
難
計
画

策
定
を
進
め
て
い
き
た

い
。

各種サービスの拡大を

問

問

問

問

問 町

長

町

長

いつか自分も高齢者になるいつか自分も高齢者になる
時が来ることを想像しただ時が来ることを想像しただ
けで不安になる。だからこけで不安になる。だからこ
そ高齢者福祉サービスの充そ高齢者福祉サービスの充
実は重要である。実は重要である。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長

 

　

５
月
末
に
行
わ

れ
た
地
域
計
画
に

お
け
る
担
い
手
予
定
者
説

明
会
で
の
意
向
調
査
結
果

と
、
目
標
地
図
策
定
の
今

後
の
予
定
は
。

　

意
見
交
換
で

は
、
担
い
手
と

し
て
名
簿
登
載
さ
れ
る
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
各
種
補
助

制
度
を
活
用
で
き
る
こ
と

や
、
認
定
農
業
者
制
度
及

び
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
に
お
け
る
集
落
戦

略
と
の
違
い
等
を
確
認
し

た
。
今
年
中
に
、
目
標
地

図
素
案
を
も
と
に
地
域
で

の
話
し
合
い
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

　

近
年
、
全
国
的

に
休
耕
地
を
利
用

し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
団

地
が
推
進
さ
れ
て
い
る

が
、
耕
作
放
棄
地
の
減
少

や
担
い
手
育
成
等
に
お
い

て
利
点
が
あ
る
と
思
わ
れ

検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

費
用
は
掛

か
る
が
、
今

後
有
効
的
な
構
想
だ
と
考

え
て
い
る
。

　

今
あ
る
町
の
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

品
を
中
心
に
、
他
の
作
物

も
ブ
ラ
ン
ド
化
し
市
場
に

売
り
出
す
こ
と
は
、
町
の

付
加
価
値
を
高
め
る
と
も

に
地
域
活
性
化
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。

　

現
在
の
ブ
ラ

ン
ド
品
は
、
町

の
魅
力
や
付
加
価
値
を
充

分
に
高
め
て
い
る
。
他
に

も
、
地
域
性
を
活
か
し
付

加
価
値
を
見
出
す
作
物
の

生
産
に
取
組
む
新
規
就
農

者
も
い
る
。
地
域
活
性
化

に
つ
な
ぐ
た
め
に
も
、
町

内
外
へ
の
情
報
発
信
や
㏚

活
動
等
を
通
し
、
引
き
続

き
生
産
者
に
対
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

地域農地の状況を把握することから

問

問問

町

長

町

長

農
林
振
興

課

長

　

消
防
団
員
出
動

手
当
の
警
戒
報
酬

に
お
い
て
、
夜
間
に
行
な

わ
れ
る
行
事
等
に
つ
い
て

は
増
額
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

団
員
の
生
活

リ
ズ
ム
や
仕
事

地域防災の拠点である消防施地域防災の拠点である消防施
設の老朽化は深刻です。団員設の老朽化は深刻です。団員
の一人として今後も携わっての一人として今後も携わって
いけたらと思う次第です。いけたらと思う次第です。

問

町

長
問

町

長

築69年の第8分団第1屯所

築
年
数
を
再
確
認
し
、
必

要
な
対
応
を
図
り
た
い
。

防
火
水
槽
に
あ
た
っ
て

は
、
堆
積
土
砂
の
放
射
能

濃
度
測
定
調
査
を
実
施
す

る
よ
う
環
境
省
と
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
消
防
署
の

協
力
を
得
て
水
利
調
査
を

実
施
し
、
災
害
時
の
水
利

確
保
が
で
き
る
よ
う
点
検

を
行
っ
て
い
る
。

議員の
ひとりごと

町
民
福
祉

課

長

議員の議員の
ひとりごとひとりごと
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酪
農
１
軒

２
頭
、
畜
産

は
繁
殖
28
軒
１
９
８
頭
、

肥
育
が
２
軒
97
頭
の
合
わ

せ
て
２
９
７
頭
。
平
泉
町

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
な
か
で
「
畜
産
に
つ
い

て
水
稲
に
次
ぐ
基
幹
作
目

と
位
置
付
け
、
飼
育
頭
数

の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を

か
け
る
」
と
し
て
い
る
。

　

町
の
空
き
家
バ

ン
ク
に
農
地
付
き

の
要
件
を
満
た
す
物
件
の

登
録
を
。

　

空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録

で
き
る
の
は
空
き
家
と
宅

地
の
み
で
あ
る
。

　

週
末
に
農
作
業

や
趣
味
の
た
め
に

二
つ
の
地
域
に
住
む
二
地

域
居
住
を
国
が
推
奨
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
地
域
の

活
性
化
や
関
係
人
口
づ
く

り
の
拡
大
な
ど
が
見
込
ま

れ
る
。
農
地
付
き
空
き
家

の
登
録
を
す
す
め
移
住
定

住
策
と
し
て
促
進
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

国
が
進
め

る
二
地
域
居

住
策
は
、
県
の
計
画
が
ま

だ
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

当
町
と
し
て
も
遅
れ
の
な

い
よ
う
様
々
な
国
の
支
援

等
を
活
用
で
き
る
よ
う
検

討
し
た
い
。

　

空
き
家
の
経
年

劣
化
に
よ
る
固
定

資
産
税
の
減
免
措
置
は
で

き
な
い
か
。　

町
独
自
の

軽
減
措
置
は

考
え
て
い
な
い
。

　

空
き
家
所
有
者

へ
の
解
体
修
理

費
、
維
持
管
理
費
等
へ
の

補
助
は
行
え
る
か
。

　

支
援
策
に
つ

い
て
検
討
す

る
。

三
さん

枚
まい

山
やま

光
みつ

裕
ひろ

 議員真
ま

篭
ごめ

光
みつ

幸
ゆき

 議員

イスラエルに平和のメッセージを
答 現時点では考えていない

産
業
動
物
獣
医
師
の
確
保
と
連
携
を

答
各
関
係
団
体
と
連
携
を
検
討

束
稲
山
麓
の
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

答
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く

　

町
内
に
平
泉
町

と
イ
ス
ラ
エ
ル
大

使
館
と
の
「
友
好
プ
レ
ー

ト
」
が
あ
る
。
そ
の
関
係

を
生
か
し
て
、
イ
ス
ラ
エ

ル
と
ガ
ザ
で
の
戦
闘
状
態

か
ら
停
戦
の
実
現
に
向

け
、
平
泉
町
か
ら
イ
ス
ラ

エ
ル
大
使
館
を
通
じ
て
イ

ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
「
平

和
と
友
好
」
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
こ
と
を
検
討
で

き
な
い
か
。

　

国
際
関
係
の

尊
重
と
規
範
を

守
る
た
め
、
日
本
国
政
府

の
外
交
政
策
や
国
家
間
の

関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
な
い
よ
う
に
適
切
、

慎
重
な
対
応
が
求
め
ら

れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館

と
の
相
互
理
解
を
深
め
、

さ
ら
に
友
好
関
係
を
築
く

こ
と
が
肝
要
。
現
時
点
で

は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の

行
為
は
規
範
か
ら

外
れ
た
国
際
法
違
反
で
あ

る
。
２
０
２
３
年
３
月
に

ロ
シ
ア
が
進
行
を
開
始
し

た
際
、
抗
議
文
を
送
っ
た

自
治
体
も
あ
る
。
平
和
首

長
会
議
の
一
員
で
あ
る
平

泉
町
と
し
て
も
抗
議
文
を

送
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

平
泉
町
の

交
流
は
文
化

交
流
と
い
う
視
点
か
ら
行

う
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

友
好
が
深
ま
っ
た
時
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
と

い
う
こ
と
は
必
要
だ
と
考

え
る
立
場
で
あ
る
。

　

平
泉
ら
し
く
世

界
平
和
に
貢
献
す

る
よ
う
な
手
だ
て
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。

　

平
泉
町
は

特
定
地
域
に

と
ら
わ
れ
ず
、
広
く
世
界

に
平
和
を
発
信
す
る
と
い

う
立
場
で
あ
る
と
考
え

る
。
町
民
に
は
平
和
の
祈

り
や
原
爆
の
パ
ネ
ル
展
示

事
業
で
戦
争
と
平
和
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
を
提
供

し
て
い
る
。
ま
た
、
検
討

段
階
で
あ
る
が
、
被
爆
地

で
あ
る
広
島
か
ら
木
を
植

樹
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
る
。

問

問

町

長

総
務
課
長

総
務
課
長

問

　

酪
農
家
や
畜
産

農
家
な
ど
を
支
え

る
、
産
業
動
物
獣
医
師
の

確
保
に
向
け
、
県
や
他
自

治
体
と
の
連
携
を
強
化

し
、
確
保
策
を
講
じ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

岩
手
県
や
他

自
治
体
、
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対

応
を
検
討
し
た
い
。

　

平
泉
町
の
酪
農
、

畜
産
農
家
数
や
、

飼
育
頭
数
は
。
平
泉
町
と

し
て
の
畜
産
の
位
置
づ
け

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

問問 町

長

農
林
振
興

課

長

イスラエル大使館との友好のプレート

「再審法」の改正を求めた請願の討「再審法」の改正を求めた請願の討
論では泣かなくてよかったなぁ！　論では泣かなくてよかったなぁ！　
原稿書いているうちに涙が出てしょ原稿書いているうちに涙が出てしょ
うがなかったもの。うがなかったもの。

議員の
ひとりごと

　

平
泉
を
代
表
す

る
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
と
し
て
、
束
稲
山

麓
地
域
の
米
を
、
町
独
自

の
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
位

置
づ
け
、
活
用
す
る
取
組

み
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　

ブ
ラ
ン
ド
化

に
向
け
て
、
今

後
束
稲
山
麓
地
域
農
業
推

進
協
議
会
の
中
で
本
格
的

に
検
討
し
た
い
。

　

束
稲
山
麓
地
域

で
産
出
さ
れ
る
米

は
、
西
日
の
日
照
時
間
の

長
さ
に
よ
る
登
熟
に
差
が

出
て
、
食
味
が
勝
る
こ
と

が
デ
ー
タ
で
も
証
明
さ
れ

る
。
道
の
駅
や
ア
グ
リ
平

泉
と
連
携
し
て
、
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
方
策
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

農
業
の
振

興
で
あ
る
と

か
、
観
光
産
業
の
振
興
に

関
係
が
あ
る
の
で
、
関
係

す
る
課
と
意
見
交
換
し
な

が
ら
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

　

束
稲
桜
米
と
か

束
稲
西
日
米
な
ど

と
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
つ
け
て

ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
事
を
検

討
さ
れ
た
い
。

　

ま
だ
ま
だ

力
不
足
で
あ

り
、
今
後
の
推
進
策
へ
の

提
言
に
対
し
て
、
地
域
の

特
色
あ
る
商
品
を
発
掘
し

て
い
く
た
め
に
生
産
者
や

事
業
者
と
の
連
携
を
深
め

た
い
。

問

問

問

問ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長

問

町

長

議員の
ひとりごと
員の
とりごと

行政が主導して束稲山麓地域の米を特産とし行政が主導して束稲山麓地域の米を特産とし
て位置づけることで、耕作放棄の防止や、農て位置づけることで、耕作放棄の防止や、農
業を継続する意欲を農業者に持たせる。補助業を継続する意欲を農業者に持たせる。補助
や助成が大事では無く、どう寄り添い意欲をや助成が大事では無く、どう寄り添い意欲を
高める施策を打つかが問われる。高める施策を打つかが問われる。

農地付き空き家の登録推進を
答 農地情報の登載を検討する

総
務
課
長

総
務
課
長

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長

問税
務
課
長

問町

長

束稲山麓ロゴマーク

そ
の
他
の
質
問

　

小
学
校
で
の
町
内
職
場

訪
問
の
実
施
に
つ
い
て

畜産は水稲に次ぐ基幹産業と位置付け
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紙
の
健
康
保
険

証
が
12
月
２
日
に

廃
止
に
な
る
が
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
所
持
し
て
い
な

い
方
に
向
け
た
資
格
確
認

書
の
手
配
は
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。

　

町
民
に
は

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

で
周
知
し
て
い
る
。
国
民

健
康
保
険
証
の
有
効
期
間

が
切
れ
る
前
に
「
資
格
確

認
証
」
を
送
付
す
る
。

　
「
健
康
保
険
証
」

と
「
資
格
確
認

書
」
の
違
い
は
。

　

氏
名
・
生

年
月
日
・
被

保
険
者
番
号
な
ど
違
い
は

な
い
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
率
は
。

　

被
保
険
者

の
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
率
は
令
和
６

年
１
月
で
９
・
３
％
で
あ

る
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証

を
や
め
た
い
人
は

登
録
を
解
除
が
で
き
る
の

か
。

活動

阿
あ

部
べ

圭
けい

二
じ

 議員

運営指針改定の具体化は
答 運営委員会と協議しながら対応

マ
イ
ナ
保
険
証
の
解
除
は
可
能
か

答
現
在
情
報
を
収
集
し
て
い
る

写真で見る議会の

岩手県への要望活動（7月16日） 国への要望活動（8月7日～ 8日）

県南地区議会議員研修（6月21日）
　西和賀町で町独自のブランド山菜、蕨

わらび

を活用
した町おこしについて研修を受けました。

町村議会広報研修会（9月25日）
　議会広報に関する研修会が東京で行われ、皆
さんに読んでもらえる議会広報誌作りの参考と
なりました。

県選出国会議員との懇談会（8月23日）
　衆議院議員が出席し、県内町村の議長から各
地域の要望、意見交換を行いました。

紫波町議会との議員交流会（10月4日）
　奥州藤原氏第二の都市と呼ばれる比

ひ

爪
づめ

につい
て関連遺跡の紹介を受けました。

　

放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
運
営
指
針
の

改
訂
を
ど
の
よ
う
に
具
体

化
し
て
い
く
の
か
。

　

こ
ど
も
の
権

利
擁
護
の
観
点

か
ら
、
児
童
の
健
全
育
成

の
充
実
に
取
り
組
む
。
職

員
の
給
与
は
会
計
年
度
任

用
職
員
と
同
等
で
算
定
し

て
い
る
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
は

安
定
し
た
経
営
基
盤
と
運

営
体
制
を
有
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
こ
ど
も
の

権
利
や
健
全
育
成
、
地
域

の
実
情
を
理
解
し
、
運
営

す
る
に
は
現
状
の
管
理
運

営
委
託
団
体
が
適
切
で
あ

る
が
、
今
後
も
運
営
委
員

会
と
協
議
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
。

　

事
業
の
質
の
向

上
の
た
め
に
第
３

者
の
評
価
制
度
や
客
観
的

な
評
価
は
取
り
入
れ
て
い

る
の
か
。

　

客
観
的
な

評
価
は
受
け

て
い
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

児
童
ク
ラ
ブ
の
保
護
者
が

運
営
委
員
会
で
あ
る
総
会

や
保
護
者
会
で
要
望
な
ど

を
聞
い
て
参
考
に
し
て
い

る
。

問

問

問

問問

問

子
育
て

支
援
課
長

賃金は上がらず、エネルギー賃金は上がらず、エネルギー
価格が上がっています。冬に価格が上がっています。冬に
向かって、町民すべてに燃料向かって、町民すべてに燃料
費の補助を。費の補助を。

町

長

町

長

公営公設に準ずる児童クラブを

もうすぐ廃止の紙の保険証

町
民
福
祉

課

長

町
民
福
祉

課

長

　

今
年
の
２

月
に
国
か
ら

事
務
連
絡
が
発
出
さ
れ
、

10
月
こ
ろ
か
ら
解
除
の
手

続
き
が
可
能
と
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
後
の
詳
細
な

連
絡
は
な
く
、
関
係
機
関

を
通
し
、
情
報
取
集
を

行
っ
て
い
る
。

町
民
福
祉

課

長

議員の
ひとりごと
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常任委員会活動

産業建設
常任委員会

総務教民
常任委員会

子どもからお年寄りまで、暮らしやすい町に子どもからお年寄りまで、暮らしやすい町に安心で安全の住みよい町に安心で安全の住みよい町に
　総務教民常任委員会では、９月会議の中で今年度のテーマ「人口減少対策」
をもとに、関係する課の取り組みを調査し、委員間で話し合い、より良い施策
につながるよう協議を行いました。その質疑の内容をご紹介します。

　産業建設常任委員会では、９月会議の中で今年度の調査テーマ「社会基盤整
備、農業振興策、観光・産業振興策」をもとに、関係する課の取り組みを調査
し、委員間で話し合い、より良い施策につながるよう協議を行いました。

定住促進のための方策を
問：定住を考えている人向けに、移住体験
ツアーなどを町が計画し、平泉をより深
く知ってもらう取り組みをしてはどう
か。

答：スパルタキャンプが1か月前後の移住
体験の役割を果たしている。今後、住環
境が整えば、目的を絞った体験ツアーも
考えられる。

町民の思いを汲み取るべき
問：生活道路整備評価基準に基づく、町道
整備は行われるのか。町道滝ノ沢林線に
ついては3度の請願・陳情があり、町民
の強い思いがあるのではないか。
答：町道滝ノ沢林線の優先順位は高く、ま
た総合計画の実施計画にも盛り込まれて
いる。町民から用地の提供等があること
も把握しており、実現に向けて取り組ん
でいきたい。

農業の実態把握を
問：農地・農家の将来に農地利用最適化推
進委員も頭を悩ませている。町としてど
のように考えを汲み取っていくのか。
答：高齢化等による離農が進み、管理が難
しいことも把握している。より一層の実
態把握に努め、実情に沿い適切に取り組
んでいく。

　上野台住宅、高田前住宅の各1戸を家電付き、低　上野台住宅、高田前住宅の各1戸を家電付き、低
家賃で1年を上限におためし居住体験ができます。家賃で1年を上限におためし居住体験ができます。

外部委託も視野に
問：自治体ＤＸ推進におけるドローン活用
を目的とした実証実験は町や職員にとっ
て負担が大きいのではないか。

答：ドローンの活用は町直轄にこだわら
ず、必要業務料を把握したうえで、民間
委託や近隣市町村との共同利用も検討し
たい。

検診受診率の向上を
問：がんは早期発見が非常に重要である。
受診率の向上に向けてどのような取り組
みがされているのか。

答：20歳から60歳の間の5歳刻みで節目
検診を推奨している。これまで検診を受
けてこなかった方も、受けやすいよう無
料券の配布に取り組んでいる。

町民の生活基盤の整備を
問：地域公共交通会議が任意協議会から法
定会議へ移行したが、会議の位置づけや
今後の見通しはどのようになっている
か。
答：決定事項に法的拘束力が発生し、これ
までの情報交換を主とした会議から、よ
り重みのあるものとなった。年間3度の
ペースで開催が見込まれる。

受診率を上げる工夫を
千
ち

葉
ば

惠
けい

子
こ

さん
（平泉字東郷）

　百歳体操で保健師さんか
ら後期高齢者健診を勧めら
れました。肝機能検査など
の血液検査もあり、ぜひ受

診したいと思いました。
　ただ高齢者は足の確保が難しく、何らかの工
夫が必要ではないでしょうか。

　私の近辺に生活基盤と
なる主要地方道一関北上
線の十字路があり、とて
も危ないと常々思ってい
ます。

　朝の交通量も多く、横断歩道や信号機が必
要と考えます。

前
まえ

田
だ

次
つ

代
よ

志
し

さん
（長島字月舘）

信号機の設置を（長島字月舘地内）
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議会だより

モニター
コーナー

前号（184号）について前号（184号）について
モニターの皆様からモニターの皆様から
ご意見をいただきました。ご意見をいただきました。

　表紙はもう少し全体の構成を考えて写せたのではないかという意見を多くいただきまし
た。前号で指摘された部分を改善し、議会だよりの内容自体は全体的に向上しているとい
う評価をモニターの皆様から受けました。しかし、この評価に甘んじず、町民の皆様の興
味を惹きつけ、多くの方に読んでいただけるよう広報広聴常任委員は一丸となって今後も
議会だよりを作成してまいります。

大枠の部分では高評価、
細かい構成や町民を惹

ひ

きつける企画などに注力を

浅
あさ

利
り

清
きよ

廣
ひろ

さん
議案内容が非常に見やすくなった。

モニターの意見だけではなく、これ
までより町民の声が多く使われてい
て良い。 眞

ま

籠
ごめ

智
とも

子
こ

さん
全体的に見やすくなり、知りたかっ
た項目も押さえられていると思う。

写真が多く使われ、議員の活動が少
し明瞭になった。

小
こ

岩
いわ

義
よし

典
ふみ

さん
議案内容は内容も簡略化され、非
常に見やすくなった。

細かい表現を曲解されかねない言
い回しがたまに見受けられる。

河
こう

野
の

綾
あや

華
か

さん
色の使い方、統一感などにまだ
改善の余地があると思う。

硬い文章ばかりではなく、レイ
アウトに緩急を付けるなど興味
を引けていた気がする。

鈴
すず

木
き

節
せつ

郎
ろう

さん
表紙の写真の後ろの子どもたちが映
るように、もう少し工夫できたので
はないか。

町民の声が町内地域をまんべんなく
拾えており、非常によく感じた。

故
郷
へ
の
愛
、

こ
れ
か
ら
の
平
泉
へ

高
杉　

ひ
さ
子
さ
ん
（
12
区
）

　

高
杉
さ
ん
は
40
年
余
り
を
東
京
で
過
ご

し
、
14
年
ほ
ど
前
に
高
齢
の
母
親
の
介
護
を

機
に
平
泉
町
へ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

40
年
振
り
に
平
泉
町
へ
戻
っ
て
き
た
率
直

な
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

昔
と
比
べ
て
遊
べ
る
場
所
や
買
い
物
を
す

る
場
所
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
昔
は

近
所
に
様
々
な
店
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
平
泉

町
内
だ
け
で
生
活
を
完
結
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
今
で
は
ど
こ
に
行
く
に

も
車
が
必
須
で
交
通
網
の
充
実
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
度
都
会
に
住
む
と
離
れ
た
く
な
い
と
い

う
話
を
耳
に
し
ま
す
が
、
今
で
も
東
京
へ

戻
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
。

　

平
泉
町
に
来
た
当
初
は
東
京
に
戻
る
こ
と

も
多
か
っ
た
で
す
が
、
今
で
は
平
泉
町
が
体

に
染
み
つ
い
て
、
特
に
都
会
暮
ら
し
を
懐
か

し
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
平
泉
町
は
こ
う
な
っ
て
ほ
し

い
、
と
い
う
よ
う
な
思
い
は
あ
り
ま
す
か
。

　

転
入
者
に
と
っ
て
平
泉
町
は
皆
さ
ん
が

思
っ
て
い
る
以
上
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
す
。
専
用
の
ご
み
袋
は
ど
こ
で
買
え
ば

い
い
の
？
ご
み
は
ど
こ
に
出
せ
ば
い
い
の
？

転
入
者
用
の
し
お
り
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ

て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
転
入

者
に
と
っ
て
第
一
印
象
は
大
事
で
す
！
）。

　

そ
し
て
少
子
高
齢
化
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

町
で
す
が
、
世
界
的
な
観
光
地
で
あ
る
こ
と

に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
起
爆
剤

と
な
る
名
産
品
を
生
み
出
せ
る
よ
う
な
優
秀

な
人
材
を
誘
致
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

平
泉
町
議
会
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
誰
が
議
員
な
の
か
、
何
人
い
る

か
も
わ
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
政
治
へ
の
無
関
心
を
広
げ
な
い

た
め
に
も
議
員
と
町
民
が
接
す
る
機
会
を
増

や
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
一
度
く
ら
い
の
失

敗
は
良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
芯
を

持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。取

材
し
て
の
感
想

　

高
杉
さ
ん
は
時
折
、
真
剣
な
表
情
で
平
泉

を
憂
い
つ
つ
も
、
素
敵
な
笑
顔
と
ユ
ー
モ
ア

を
も
っ
て
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
姿
は
、
古
き
良
き
平
泉
を
懐
か
し
み
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
平
泉
に
期
待
を
寄
せ
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　町民ひとりひとりに町への思いがあります。ご自身の考えや
思いを聞いてみました。

シリーズシリーズ
11
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町民の皆様のご意見・ご要望をお待ちしています。

議会だよりは再生紙を使用しています

会
だ
よ
り
づ
く
り
に
活
か

し
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
、
更
に

分
か
り
や
す
く
読
み
た
く

な
る
よ
う
な
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
冬
に
向
け

て
益
々
手
洗
い
う
が
い
を

励
行
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
充
分
気
を
付

け
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

大
友
仁
子

ひ
ら
い
ず
み
議
会
だ
よ
り
185号

　
発
行
／
平
泉
町
議
会
　
編
集
／
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
平
泉
町
平
泉
字
志
羅
山
45-2　

TEL 0191-34-5595　
HP https://w

w
w
.tow

n.hiraizum
i.iw
ate.jp

表紙の 介紹 「農福連携で社会参画を」
　農業人としてのスキルと経験を活
かし、今年５月に農福連携型の就労
継続支援Ｂ型「ねぎまーる」を開所
した施設管理者の千葉さん。
　休耕地を利用し、様々な農業がで
きる就労施設として、ネギを中心に
野菜の栽培に取り組んでいます。
　利用者さんは「自然の中で気持ち
よく働けて楽しいです」と笑顔で話
してくれました。
　スタッフ一同「今後も利用者さん
の意志と人格を尊重し、地域福祉に
努めていきたい」とのこと。今後の
飛躍が期待されます。

編集スタッフ
委

員

委

員

委

員

委

員

副
委
員
長

委
員
長

升
沢　

博
子

阿
部　

圭
二

千
葉
多
嘉
男

小
埜
寺　

享

大
友　

仁
子

氷
室　

裕
史

　

議
会
だ
よ
り
第
１
８
３

号
よ
り
刷
新
さ
れ
、
全

ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
版
、
５
名

に
よ
る
議
会
だ
よ
り
広
報

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
の

ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
を

頂
き
な
が
ら
、
毎
回
の
議

ネギの収穫に勤しむ利用者さんネギの収穫に勤しむ利用者さん

議長交際費を公表します議長交際費を公表します
７月分 33,000円

（県際議長会総会、祝賀会、交流会費など）
８月分 18,000円

（講演会、懇談会費など）
９月分 12,000円

（団体懇談会費など） ※詳細はＨＰをご覧ください。

・山形県西村山地方議長協議会
　　「オンライン会議について」 7月3日
・山形県河北町議会　議会運営委員会
　　「オンライン会議について」 7月9日
・熊本県玉名市議会　建設経済委員会
　　「平泉町観光振興計画について」 7月10日
・山形県真室川町議会　議会活性化特別委員会
　　「議会のデジタル活用推進について」 7月19日
・秋田県小坂町議会　議会運営委員会
　　「議会のDX化について」 10月2日
・茨城県高萩市議会　議会運営委員会
　　「議会改革の取り組みについて」 10月8日

視察・調査受け入れ視察・調査受け入れ


